
本日出席会員38名
　メークアップ（前々回）   11名
　出席率（前々回補正）81.82％
ロータリーソング「それでこそロータリー」
ゲスト　社会福祉法人 聖徳園 あわら敬愛こども園
　　　　　　　　　　　　　　　 園長　渡邉一幸氏
　　　　敦賀RC　神谷保男パストガバナー

　本日は、10月15日に開催さ
れますIM第5組の打ち合わせ
のため、敦賀ロータリークラブ
の神谷保男パストガバナーが午
前中お越しになりました。先ほ
どまでIM実行委員会のメン
バーと熱心に打ち合わせをされていました。神谷保
男パストガバナー、ご指導宜しくお願い致します。
　そして「あわら敬愛こども園」の渡邉一幸園長様
には、本日の卓話をお願いしています。いいお話が
お聴きできると思います。宜しくお願いします。
　さて今日の会報の高橋俊雄会員寄稿の中で、『「①
クラブにはNOはなく、「はい」のみである事。  ②物
事を決める時、賛成者は別として無言の人は反対で
あると処理すべし』と教えられたとあります。『クラ
ブにはNOはなく、「はい」のみである』と云うのは
私もよく教えられましたが、「物事を決める時、賛成
者は別として無言の人は反対であると処理すべし」
と云うのは今日初めて教わりました。私の会長職もあ
と2か月余りとなりましたが、この「物事を決める時、
賛成者は別として無言の人は反対であると処理すべし
」を肝に銘じて、残りの任期を務めたいと思います。
　さて次回の第3000回例会は24日の日曜日に移動例
会として、芦原温泉「べにや」で行いますが、現在
41名の参加を頂いております。また当日はゴルフ大
会も開催され、3組12名が参加されます。有難うござ
います。ロータリークラブは「奉仕と親睦」がその

両輪であります。当日はその意味でも先輩から引き
継いだ記念すべき3000回目の例会を、皆さんと共に
お祝いをして、大いに楽しみたいと思います。
神谷保男パストガバナーのお話

　12年前にガバナーとして
伺って以来です。みなさんと
ともに考えて、素晴らしいIM
にできればと思っています。
よろしくお願いします。

ゲスト卓話
「ひとり親家庭における子どもの貧困（こども食堂まる）」
　　　社会福祉法人 聖徳園 あわら敬愛こども園
　　　　　　　　　　　　　　　園長　渡邉一幸氏
　社会福祉法人聖徳園は、大阪
府・兵庫県・福井県三つにまた
がった法人です。職員は1000
人ちょっとおり、目的として
「地域に目を向けた」をスロー
ガンにして、いろいろな取り組
みをしています。福井では、あわら敬愛こども園を
はじめ、母子生活支援施設、児童家庭支援センター、
小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介
護の５つの事業の運営をしています。
　まず、ひとり親家庭というと母子家庭というとこ
ろになると思いますが、母子になるのは死別・未婚・
借金、最近ではDVです。ひとり親家庭の貧困につい
てですが、収入は一般家庭より低く、親は子供を養
うためには日中と夜間に掛け持ちで働くようになって
きます。そうすると子供は一人でご飯を食べることに
なります。子供はメンタル面ですごく傷ついています。
　貧困の連鎖を防いでいかないといけない、我々は
いろんな取り組みをさせていただいています。たと
えば、ある家庭で子供が急に学校に行けなくなり、
先生が家庭訪問して子供に呼びかけても学校に出て
これない、子供の生活が夜型になってしまっていま

した。その家庭へ私が家庭訪問し、いろいろ話して
いるなかで、思わず「こども園の給食を食べにおい
で」と言いました。運よく子供もお母さんもいいよ
と言ってくれたので月曜と木曜に園にきて昼ご飯を
一緒に食べるようになりました。来ない日があれば
携帯に何度も連絡し来させました。それがきちんと
続けられるようになり、おしゃべりしながら食べる
ことでエネルギーが復活したのか、そのうち学校も
行けるようになり、中学を卒業し受験し高校に合格
しました。自分の子供のようにうれしかったです。
　我々が関われたことで、力になったのだと思いま
した。食べるという場面・場所を作ったことで普通
の当たり前の状況に戻ることができました。子供た
ちが健全に育ってほしいと思っています。また、宿
題を教えてあげる教育支援もしています。
　こども食堂はいろいろな作物の生産者から応援・
好意をいただいています。最終的には子供たちと応
援いただいている作物の生産者とが就労でつながっ
てくれないかと思っています。サイクルみたいなも
のができることが、実は自分の理想的な姿かと思っ
ています。

幹事報告　石本茂雄幹事
 ・地区より、2016‒17年度の地区委員の委嘱状がきて
おります。
　ガバナー補佐・新世代育成基金特別委員会
　　　　　　　　　　　　　　　辻岡俊三会員
　職業奉仕委員会　　　　　　　田中　茂会員
　青少年奉仕委員会　　　　　　河嶋　一会員
　インターアクト委員会　　　　宇野晃成会員

～クラブ例会3000回を寿ぐ～
　　　三田村久治第35代会長
　我が武生ロータリークラブは
この度、クラブ3000回の記念
すべき例会を迎えることが出来
ましたことは会員一同にとり、
まことに記念すべき慶事であ

り、また誇りでもあります。ここに、この創始時代
の先輩クラブ会員の熱意とご努力に対し衷心より敬
意と感謝の誠を捧げたいと思います。この連綿たる
数字の影には連続しつづけることが非常に重要なこ
とであって、単なる“つづく”ではなく続ける努力と

熱意、継続こそが大事であって、その記録は貴重で
ありまた偉大であり、よき財産でもある。
…今後のなお一層の発展と継続と隆盛を期待したいも
のであります。“そこで古きを尋ねて新しきを知る”…
　ここに老いしたくかすまびしい古参一会員として
平素感じていることの一端を述べて建言としたい。
わたしの入会46年目の感想であるが、当時の新鮮で
緊張感あふれる最初の例会行事風景を思い出します。
まず、大先輩はすべて年長者で人格識見容貌言動、
地位などすべてにおいて尊敬と敬慕にあたいするも
のであったと思います、しかも新会員の入会卓話は、
イニシエーションスピーチと称し、きわめて重要視さ
れたものでした。さらに例会出席は至上命令であっ
て100パーセントクラブを目指し、常に県下他ロータ
リークラブの尊敬と信頼を得ていた名門クラブでし
た。このことは入会後6年目の小生の幹事経験の実感
であります。例会行事と緊張感は常に会員の品格と教
養、職業奉仕の最前列に位置すべきものであります…。
　いまや混迷を続ける世界経済、混乱と難民の渦巻
く東欧、西欧諸国。国際政治の中、とりわけ中国の
台頭、軍備増強、膨張など、ASEAN諸国、BRICS、
そしてISの宗教戦争とテロの横行。加うるに米国で
は4年目の大統領選挙がある。わが国では、いまだに
未解決の東日本大震災の復興問題があるし、いまや
原子力による発電も問題視されている。加うるに地
球規模の自然災害。これは日本の憂鬱であり、決して
座視できないものでありますし、地球は一大変動期に
も直面しているかも。将に内憂外患四面皆楚歌でもあ
る。実に戦後70年を経て今日将にわれらの眼前に想
像を絶する危機が迫っているではないでしょうか…。
前途愈々憂うべし、それに対処する策ありや、心構
えや如何に…、準備すべきか…。
　それでも　われらは常にロータリアンとして　誇
り高き地域のパイオニアとして、４つのテストを信
奉し、奉仕の理想を実現しよう…私達は…只管わが
道を足音高く闊歩前進するのみである…自信と勇気
をもって…征け壮者よ…
　　ノブレス…オブリージエ…ブラボー

例会変更情報／福井県内ビジター受付（4月25日～5月10日）

ニコニコ箱 …… 24,000円　　累計 997,600円
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第2999回  例 会 記 録　平成28年4月19日(火)

＊変更の無い各クラブの定例例会については、ロータリーの友
　ホームページ等にてご確認ください。

会員総数

60名

報告事項
プログラム

会長挨拶　　第62代会長　玉村一男

本日（4月24日）の例会
3000回記念例会
慰労会
　　　芦原温泉　べにや

5月10日
第一例会行事
新入会員卓話
　　　青山正幸会員

5月3日 5月17日→14日
例会3000回記念植樹
移動例会
　越前市文化センター

　4月28日 敦賀西RC 12:00～12:30  プラザ萬象2階ロータリー事務局


